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黒ボク土（村山北部）における露地ネットメロンの施肥
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1　は　じ　め　に

黒ポク土における，大型トンネル及びパイプハウス9月

どりの施肥量について検討した。

2　駄　験　方　法

試鰍ま，尾花沢市名木沢地区の表層多腐植質黒ポク土で，

有機質配合肥料（7－13－13）を全量基肥とし，N量を基

準にし施肥量を3段階に変えて検討した。

（日　大型トンネル栽培

日試験区　N施肥量（吻／10β）5，10，15

2）供試品種　アムス（園研）

3）面接及び区制1区12．96ポ　2区制

41栽培概要　播種：1985年4月30日，定植：5月23日

載積距離：うね幅2．77は，株間60cm，整枝方法：子づる2

本仕立て，一方整枝，1つる2果どり，なお，土壌改良質

材には現地慣行に従い，10α当たり，苦土石灰200晦，熔

成燐肥100吼籾殻とおが屑混合醗酵堆肥2土を施用した。

12）パイプハウス9月どり

1）試験区
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全量基肥　①　鶏糞と熔リンで施用（6／3）
（診　配合肥料（7－13－13）で施用（6／7）

2）供試品種　アンデス（サカタ）

3）面模及び区制1区12．27は，2区制

衰3　大型トンネル栽培における果実形質

4）栽培概要　播種：1985年6月7日　定植：7月2日

栽植距離：うね幅2．7m　株間45cm　整枝方法：子づる

2本仕立て，1つる1巣立作り

3　試験結果及び考察

（1）大型トンネル栽培

表l～4の結果から，施肥前のECO．07，NO3－Nl．2

喝の地力の低い圃場におけるN施肥量は，N成分で5吻／

10〃では不足であり，10～15吻／10〟が適当と考えられ

る。

義1　大型トンネル栽培における
11節位彙並びに止葉の大きさ　（8月12日調査）

区
11 節位 彙 （用 ） 止　　 羞 （伽 ）

た て　　　 よ　 こ た　 て　　　　 よ　 こ

N － 5 16．2　　　　 20．3 1 1．5　　　　 14．7

N － 10 16．0　　　　 20．7 1 2．9　　　　 15．7

N － 15 17．6　　　　 22．5 13．4　　　　 16．2

表2　大型トンネル栽培における収量

区

収 穫 果 内 訳 （％） 等 級 比 率 （％）

商

。
口⊂l
果

く　ず 果
1 2　 3　 4

（秀） （優） （良） （くず）
裂 腐 そ　敗 の

果 果 他

N － 5 89．2 0　　 2．7　 8．1 16．6　 60．2　 12．4　 10．8

N － 10 97．9 0　　　 0　 2．1 35．9　 46．3　 15，8　　 2．1

N － 15 97．4 0　　 2．6　　 0 40．7　 49．0　　 7．7　　 2．6

区
着 果 節 位

（節 ） ・

果 垂

（タ）

果　　　　 径 ネ　　 ッ　 ト 花 痕

（∽ ）

果 肉 摩

（用 ）

糖 度 （B rix ）㈲

た て　　 よ こ　 た て／ よ こ 密 度　 盛 上 り　 総 合 平 均　 最 低

N － 5 11．2 1，0 7 0 士 1 10 13 ．1　 1 2．6　　　 0．96 2．4　　 2．3　　　 2，3 2．1 3．5 1 2．8　 1 1．5

N － 10 10 ．7 1，19 0 土 1 3 1 13 ．6　　 13．1　　　 0．96 2．3　　　 2．3　　　 2．3 2．0 3．5 1 2．4　 1 1．6

N － 15 10 ．6 1，20 4 士 1 14 13 ．7　　 1 3．3　　　 0．9 7 2．5　　　 2．5　　　 2．5 2．3 3，6 1 2．8　 1 2．0

一329－



東北農業研究　　第　40　号（1987）

表4　大型トンネル栽培における土壌化学性

区

施　 肥　 前 収　 穫　 後

p H E C N O 3－N

（m 血 （7呼）

p H E C N O 3－N

（m sノくね） ぐ呼）H 20　 K C l H 20　 K C l

N －5 5．9　　 4．6 0．07　 1．2 5．7　 5．0 0．29　　 5．1

N －10 5．9　　 4．6 0．07　　 1．2 5．8　 5．5 0．35　 11．9

N －15 5．9　　 4．6 0．07　　 1．2 5．9　 5．7 0．48　 16．9

表5　パイク、ウス9月どりにおける生育（2区平均）

施 肥 量

定 植 後 20 日 収　　 穫　　 時

11 棄 C印 ） 2 1 彙 （00 ）
つ る長 彙 数

（用 ） （枚 ） た て　　 よ こ たて　　 よ こ

N l．1 96　　 12．2 2 1，0　　 29．2 20 ．0　　 28．8

1．6 98　　 12．5 2 0．8　　 28．2 1 9．6　　 26．4

2．1 9 2　　 12．0 2 1．0　　 29．2 1 9．8　　 27．6

表6　パイク、ウス9月どりにおける収量（2区平均）

施肥量

収 穫
果 率
（％）

収穫果の内訳 （％） 〃当たり換算

商 品 果 収 量
商品果

ク　ズ 果

裂果　 その他 個数（個）重量（吻）

N l．1 100 95．0 0　　　　 5 156　　　 259

1．6 100 100 0　　　　 0 165　　　 286

2，1 100 100 0　　　　 0 165　　　 271

蓑7　パイプハウス9月どりにおける果実形質

12）パイプハウス9月どり

日生育：7月中旬から連日高温多照の日が続き，例

年になくハウス内気温劇℃以上になる日が多かった。

定植20日後の生育，収穫時の薫の大きさでも施肥量によ

る差は認められなかった（衰5）。

2）果実形質，収量：収穫果率・商品果率は，いずれ

の区も高く，施肥量による差は見られなかった（表6）。

更に，果実形質についても区間差は認められず，果実は

1．7吻前後，ネットの発現が良好であり，屈折計示度は高

く，各区ともはば16％であった（表7）。上位等級果（秀

・優）収量でも区間差がなく，各区はぽ100％に達した。

3）土壌化学性：供試土壌は施肥前のECが0，13ms／

用であり，やや残効のある条件での試験であった（表8）。

pH（H20）は栽培期間を通してはば一定しており，施肥

量の多い区がやや低い傾向があった。

以上のことから，パイプハウス9月どりの作型において，

供試土壌条件下（表層多腐植質黒ポク土，施肥前ECO．13

ms／／／h）での〟当たり施肥量は，N成分で約1晦あれば十

分であり，着果期におけるNO3－Nは7～8呼／100㌢乾

土が適当である。

（2区平均）

施 肥 量
交 配 日

（月 ・日 ）

着 果

節 位

（節 ）

着 果 節 位

（節 ）

果 径 （仰 ） ネ ッ ト ※ l） 果 肉 厚

（c m ）

糖 度 （B H 幻 ※ 2）（％） 等 級 別 収 穫 果 率 （％）

た て （A ）よ こ（B ）B ／／／A 密 度 盛 上 り 総 合 平 均　 最 低 1 （秀 ） 2 （優 ） 3 （良 ） 4 （ク ズ ）

N l ．1 7 ．3 0 1 0 ．2 1 ，6 5 9士 1 6 6 1 4 ．9　 1 4 ．7　 0 ．9 9 4 ．0　 3 ．0　 3 ．0 4 ．1 1 5 ．9　　 1 5 ．1 8 5 ．0　 1 0 ．0　　 0　　 5 ．0

1 ．6 7 ．3 0 1 0 ．2 1 ，7 3 1 士 1 3 6 1 5 ．3　 1 4 ．5　 0 ．9 5 4 ，0　 3 ．0　 3 ．0 4 ．2 1 6 ．6　　 1 5 ．5 1 0 0　　　 0　　　 0　　 0

2 ．1 7 ．3 0 1 0 ．8 1 ．6 4 4 士 1 4 2 1 5 ．2　 1 4 ．5　 0 ．9 5 4 ．0　 3 ．0　 3 ．0 4 ．3 1 6 ．8　　 1 6 ．4 1 0 0　　　 0　　　 0　　 0

注．※l）：密度1（粗）→4（密），盛上り1（不良）→4（良），総合1（不良）→4（良）
※2）：交配後44日

蓑8　パイプハウス9月どりにおける土壌化学性

施

肥

p Ii （H 20 ） p H （K c l ） E C （m s／仰 ） N O 3－N （喝／／100 タ乾土 ）

6／7　　 7／2　 8′12　 9／12 6／7　 7／2　 8／12　 9／12 6／7　 7′2　 8／12　 9′12 6／7　 7′2　 8／12　 9′12

施　　 定　　　　　 収 施　　　　　 着　　 収 定　　　 一　　 収 施　　 定　　　　　　 収
量 肥　　 植　　 異　　 種 肥　　 植　　 果　　 穫 肥　　 植　　 果　　 穫 肥　　 植　　 果　　 穫

前　　 前　　 期　　 後 前　　 前　　 期　　 後 前　　 前　　 期　　 後 前　　 前　　 期　　 後

N l．1 5．9　　 5．7　　 5．9　　 5．7 5．2　　 5．1　 5．0　　 5．2 0．13　 0．32　 0．11　 0．37 7．3　 21．7　　 7．6　 15．6

1．6 5．9　　 5．6　　 5．5　　 5．5 5．2　　 5．0　　 4．8　　 5．2 0．13　 0．48　 0．30　 0，49 7．3　 29．4　 11．5　 26．6

2．1 5．9　　 5．5　　 5．4　　 5．6 5．2　　 5．2　　 4．8　　 5．4 0 ．13　 0．6 5　 0．54　 0．78 7．3　 40．5　 18．7　 38．1

4　ま　　と　　め

窯ボク土における施肥量について検討した。

大型トンネル栽培における〃当たり施肥量は，配合肥料

（7－13－13）全量基肥とした場合，N成分で1～1．5時

が適当である。

パイプハウス9月どりにおけるβ当たり施肥量は，全量

基肥で，N成分で1毎が適当である。
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